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分科会 議題テーマ コーディネーター パネリスト

都市間協働による東アジ
アの持続可能な低炭素都
市づくり

内　　　容

　

市民生活・くらし

環境教育が生み出し，育
む市民の自立性やパート
ナーシップ

都市の省エネ・創エネ：
ニーズとシーズの邂逅か
らソリューションへ

産業・技術

ひろめたい，つなげたい，
持続可能で豊かな生活と
くらし

   各分科会のコーディネーター4名及び安成哲三 総
合地球環境学研究所長が分科会の内容等について
報告，議論し，浜中裕徳 イクレイ日本理事長が議論
をまとめる。その議論の結果を基に東アジアにおけ
る環境保全に関する「宣言文」を作成し，発表する。

  本分科会では，都市が抱える環境課題を共有する
とともに，都市において行政機関が策定すべき政策
及び産業界が取り得る環境保全技術について，各セ
クターの取組の現況を紹介する。
  また，議論を通じて，都市の省エネ・創エネの観点
から「東アジアの持続可能な低炭素都市づくり」に向
けたパートナーシップの構築に資することを目指す。

教　　育

都市づくり

全体セッション

  持続可能な都市の構築のためには，化石エネル
ギー依存から脱却し,環境負荷を少なくすると同時
に，心の豊かさや生活の質を向上させていく必要が
ある。そのためには，地域の環境保護活動，省エネ
や自然エネルギー普及活動の活性化が必要であ
る。本分科会では，日本・中国・韓国で身近な環境問
題や自然エネルギー普及に取り組んでいる事例を共
有するとともに，議論を通じて今後の方向性を模索
し，将来的に国を越えた連携につなげていくことを目
指す。

  持続可能な都市づくりを進めるためには，市民の主
体的な参画が必要不可欠である。市民が活動するた
めの枠組みを市民に押し付けるのではなく，自立的
に活動を進めることができる市民をどのように育成し
ていくか，そのための枠組みを市民とのパートナー
シップでどのようにデザインできるかが鍵となる。本
分科会では，パネリストの国・自治体での取組や課
題等を踏まえ，東アジアでのノウハウの共有と協働を
進めていくことを目指す。

  地球環境問題は，多くが地域の経済活動や生活に
起因するものであり，地域社会にとって最も身近な行
政組織である地方自治体が果たす役割と責任は非
常に大きい。本分科会では，イクレイ東アジア地域理
事で自治体における政策決定者（市長，副市長）等
がそれぞれの環境面での課題等を共有するととも
に，自治体の果たすべき役割について議論し，「持続
可能な低炭素都市づくり」に向け，東アジアの自治体
間の環境分野における国際協力を一層推進すること
を目指す。


